
水道事業ガイドラインに基づく業務指標　　【浜松市】 〈指標の見方〉

⇧ 数値が大きいほど良好

⇩ 数値が小さいほど良好

-

令和２年度 令和３年度 令和４年度

Ａ　安全で良質な水

　運営管理

　　１　水質管理

A101 平均残留塩素濃度 残留塩素濃度合計⁄ 残留塩素測定回数
供給されている上水の塩素消
毒効果の目安となる指標 - mg/L 0.33 0.31 0.30

消毒の有効性として0.1mg/L以上必要と
されているが､0.4mg/Lを超えると塩素
臭を感じる場合がある。

最大カビ臭物質濃度水質
基準比率

(最大カビ臭物質濃度⁄ 水質基準値) × 100
カビ臭物質（健康影響なし）
の検出値と水質基準値との比
較による指標

⇩ ％ 40.0 30.0 150.0

（物質名） - ジェオスミン ジェオスミン
2-メチルイソ
ボルネオール

A103
総トリハロメタン濃度水
質基準比率

Σ (給水栓の総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ濃度⁄ 給水栓数) ⁄
水質基準値× 100

水道水の塩素消毒によって生
成される物質（消毒副生成
物）である総トリハロメタン
の検出値と水質基準値との比
較による指標

⇩ ％ 10.0 10.7 13.4

消毒用塩素と原水中の有機物により生
成する。水温が高くなるほど生成しや
すいため、夏季は上昇する傾向にあ
る。

A104
有機物（TOC）濃度水質
基準比率

Σ (給水栓の有機物（TOC） 濃度⁄ 給水栓
数) ⁄ 水質基準値× 100

水道水中の有機物の検出値と
水質基準値との比較による指
標

⇩ ％ 0.0 0.0 0.0
原水中には相応に有機物が含まれてい
ることから、今後0％を超える場合があ
る。

重金属濃度水質基準比率
Σ (給水栓の当該重金属濃度⁄ 給水栓数) ⁄
水質基準値× 100

重金属の検出値と水質基準値
との比較による指標 ⇩ ％ 0.0 0.0 0.0

（物質名） - － － －

解説及び令和４年度の増減分析

A102

健康への影響はないが、この値が高く
なると塩素臭とは別のカビのような臭
いが感じられる場合がある。Ｒ4年度は
本市の主要水源である天竜川に、植物
プランクトンを由来とするカビ臭物質
が検出され、水道水にカビ臭が発生し
た。一時的に基準値を超過したが、活
性炭処理等を行い給水継続した。

数値の大小で優劣がつけられない

番号 業務指標名 定義 指標の意味
見
方

単位
指標値

A105

次の項目に関する検出度合いを示す。
土壌由来から稀に検出される場合（ヒ
素等）がある。
①カドミウム及びその化合物②水銀及
びその化合物③セレン及びその化合物
④ヒ素及びその化合物⑤六価クロム化
合物⑥鉛及びその化合物
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令和２年度 令和３年度 令和４年度
解説及び令和４年度の増減分析番号 業務指標名 定義 指標の意味

見
方

単位
指標値

無機物質濃度水質基準比
率

Σ (給水栓の当該無機物質濃度⁄ 給水栓数)
⁄ 水質基準値× 100

カルシウム、マグネシウム等
「硬度」と表現される無機物
質の水質基準に対する検出状
況を表す指標

⇩ ％ 17.0 17.0 17.4

（物質名） - カルシウム、マグ
ネシウム等(硬度)

カルシウム、マグ
ネシウム等(硬度)

カルシウム、マグ
ネシウム等(硬度)

有機化学物質濃度水質基
準比率

Σ (給水栓の当該有機化学物質濃度⁄ 給水
栓数) ⁄ 水質基準値× 100

有機塩素化学物質の水質基
準、管理目標に対する検出状
況を表す指標

⇩ ％ 0.0 0.0 0.0

（物質名） - － － －

消毒副生成物濃度水質基
準比率

Σ (給水栓の当該消毒副生成物濃度⁄ 給水
栓数) ⁄ 水質基準値× 100

消毒副生成物の水質基準に対
する検出状況を表す指標 ⇩ ％ 13.3 17.2 16.9

（物質名） -
トリクロロ酢

酸
トリクロロ酢

酸
トリクロロ酢

酸

農薬濃度水質管理目標比 max Σ(Xij ⁄ GVj )
農薬の水質管理目標値に対す
る検出状況を表す指標 ⇩ - 0.000 0.000 0.000

（項目数） 項目 1512 1512 1485

A106

次の項目に関する検出度合いを示す。
浜松市は軟水である。
①アルミニウム及びその化合物②塩化
物イオン③カルシウム、マグネシウム
等（硬度）④鉄及びその化合物⑤マン
ガン及びその化合物⑥ナトリウム及び
その化合物
※最も大きい値を検出した物質名を(物
質名)欄に記載。

A109

水質管理目標設定項目として規定され
た検査対象農薬について検査実施。
平成29年度に36の簡易水道を統合した
ことに対応し令和元年度に一括検査を
実施した以降は隔年実施等検査頻度を
見直した。

A107

次の項目に関する検出度合いを示す。
①四塩化炭素②シス-1,2-ジクロロエチ
レン及びトランス-1,2-ジクロロエ
チレン③ジクロロメタン④テトラクロ
ロエチレン⑤トリクロロエチレン⑥ベ
ンゼン⑦1,4-ジオキサン

A108

消毒用塩素から生成する次の項目に関
する検出度合いを示す。
①臭素酸②クロロ酢酸③ジクロロ酢酸
④トリクロロ酢酸⑤ホルムアルデヒド
夏季は気温が高く塩素が消失し易いこ
とから塩素剤の注入が増加するため、
それに伴い検出されることがある。
※最も大きい値を検出した物質名を(物
質名)欄に記載。
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令和２年度 令和３年度 令和４年度
解説及び令和４年度の増減分析番号 業務指標名 定義 指標の意味

見
方

単位
指標値

　　２　施設管理

A201 原水水質監視度 原水水質監視項目数
原水監視の取組状況を表す指
標 ⇧ 項目 40 39 39

原水となる河川等の特質を踏まえ項目
を選定している。

A202
給水栓水質検査（毎日）
箇所密度

(給水栓水質検査（毎日）採水箇所数/現在
給水面積)×100

給水区域100km
2
あたりの毎日

水質検査の実施状況を表す指
標

⇧
箇所

/100km
2

17.1 17.1 17.1
市内79箇所で水質検査を実施してい
る。

A203 配水池清掃実施率
(5年間に清掃した配水池有効容量 / 配水池
有効容量) × 100

配水池の管理状況を表す指標 ⇧ ％ 27.2 27.2 27.2

令和２年度に配水池清掃および点検は
終了したため、令和４年度は実績な
し。今後は、計画的に清掃を実施す
る。

A204 直結給水率 (直結給水件数/給水件数)×100
直結給水の実施状況を表す指
標 ⇧ ％ 93.5 93.7 92.8

安全な水を供給するため、受水槽を経
由しない中高層直結給水の推進を図っ
ている。

A205 貯水槽水道指導率
(貯水槽水道指導件数 / 貯水槽水道数) ×
100

貯水槽水道に対する関与の状
況を表す指標 ⇧ ％ 0.0 0.1 0.0

管轄である生活衛生課が管理状況検査
の未実施設置者に口頭及び立入指導を
行っている。

　　３　事故対策

A301 水源の水質事故件数 年間水源水質事故件数 水源水質の安全性を表す指標 ⇩ 件 0 0 0 水源の水質事故は発生していない。

A302 粉末活性炭処理比率
(粉末活性炭年間処理水量/年間浄水量)×
100

粉末活性炭の投入状況を表す
指標 ⇩ ％ 5.3 0.0 34.8

令和4年度は大原浄水場にて１６５日間
粉末活性炭を注入した。

　施設整備

　　４　施設更新

A401 鉛製給水管率 (鉛製給水管使用件数/給水件数)×100 鉛管給水管の状況を表す指標 ⇩ ％ 0.0 0.0 0.0
鉛給水管の布設替えは、平成19年度で
終了した。
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令和２年度 令和３年度 令和４年度
解説及び令和４年度の増減分析番号 業務指標名 定義 指標の意味

見
方

単位
指標値

Ｂ　安定した水の供給

　運営管理

　　１　施設管理

B101 自己保有水源率 (自己保有水源水量/全水源水量)×100 水源運用の自由度を表す指標 ⇧ ％ 57.6 57.6 57.6
本市の自己水源は、天竜川の表流水・
伏流水、井戸からの地下水である。

B102
取水量1m3当たり水源保
全投資額

水源保全に投資した費用/年間取水量
水源保全に対する取組状況を
表す指標 ⇧ 円/m

3 0.0 0.0 0.0 直接管理する水源地を持っていない。

B103 地下水率 (地下水揚水量 / 年間取水量)×100
水源としての井戸水の利用状
況を表す指標 - ％ 13.8 14.2 15.4 指標値は横ばい傾向にある。

B104 施設利用率 (一日平均配水量/施設能力)×100 施設の効率性を表す指標 ⇧ ％ 66.1 65.4 64.4 指標値は横ばい傾向にある。

B105 最大稼働率 (一日最大配水量/施設能力)×100 施設の効率性を表す指標 ⇧ ％ 71.5 70.8 70.0 指標値は横ばい傾向にある。

B106 負荷率 (一日平均配水量/一日最大配水量)×100
季節的な需要変動の大きさを
表す指標 ⇧ ％ 92.5 92.4 92.0 指標値は横ばい傾向にある。

B107 配水管延長密度 配水管延長/現在給水面積
消費者からの給水申込みに対
する物理的利便性を表す指標 ⇧ km/km

2 11.5 11.5 11.5
大都市と比較すると指標値が低くな
る。

B108 管路点検率 (点検した管路延長 / 管路延長) × 100
管路の健全性確保のための取
組状況を表す指標 ⇧ ％ 22.3 30.5 24.7 定期的な点検を行っている。

B109 バルブ点検率
(点検したバルブ数 / バルブ設置数) ×
100

「バルブ設置数」で定義する
バルブのうち，1年間に点検
したバルブの個数の割合

⇧ ％ 15.1 18.2 18.8 定期的な点検を行っている。

B110 漏水率 (年間漏水量 / 年間配水量) × 100
漏水の発生状況から見た施設
の効率性を表す指標 ⇩ ％ 6.7 6.5 6.8

老朽管の更新及び漏水調査の強化等に
より、年間無効水量の低減に努めてい
る。

B111 有効率 (年間有効水量 / 年間配水量) × 100
年間配水量のうち、有収水量
と無収水量の合計の割合 ⇧ ％ 93.0 93.2 92.9

老朽管の更新及び漏水調査の強化等に
より、年間無効水量の低減に努めてい
る。
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令和２年度 令和３年度 令和４年度
解説及び令和４年度の増減分析番号 業務指標名 定義 指標の意味

見
方

単位
指標値

B112 有収率 (年間有収水量/年間配水量)×100 施設の効率性を表す指標 ⇧ ％ 91.0 91.1 90.9
老朽管の更新及び漏水調査の強化等に
より、有収率の向上に努めている。

B113 配水池貯留能力 配水池有効容量/一日平均配水量
給水に対する安全性や災害・
事故等に対する危機対応性を
表す指標

⇧ 日 0.80 0.81 0.82 指標値は横ばい傾向にある。

B114
給水人口一人当たり配水
量

(一日平均配水量/現在給水人口)×1,000
給水人口一人一日あたりの水
の消費量を表す指標 - L/日/

人
316 314 310 指標値は横ばい傾向にある。

B115 給水制限日数 年間給水制限日数
水道サービスの安定性を表す
指標 ⇩ 日 0 0 0 給水制限を行っていない。

B116 給水普及率 (現在給水人口/給水区域内人口)×100
水道サービスの利用状況を表
す指標 ⇧ ％ 97.0 97.1 97.1

普及は概ね終了しており、指標値は横
ばい傾向にある。

B117 設備点検実施率
(点検機器数⁄ 機械･電気･計装機器の合計
数) × 100

水道施設の維持管理の適正度
を表す指標 ⇧ ％ 29.0 27.0 28.3 指標値は横ばい傾向にある。

　　２　事故災害対策

B201 浄水場事故割合  10年間の浄水場停止事故件数 / 浄水場数
浄水処理能力の健全性を表す
指標 ⇩

10年間
の件数
/箇所

0.00 0.00 0.00
過去10年間において、浄水場停止事故
はおきていない。

B202 事故時断水人口率 (事故時断水人口/現在給水人口)×100
最大の浄水場が停止した場合
の給水人口から見た危機対応
性を表す指標

⇩ ％ 42.0 42.0 40.3
最大浄水場（大原浄水場）が24時間停
止した場合にどの程度の人に給水でき
なくなるかを示した指標値。

B203
給水人口一人当たり貯留
飲料水量

(配水池有効容量×1/2＋緊急貯水槽容量)×
1,000/現在給水人口

災害時に一人当たりに確保さ
れている飲料水の状況を表す
指標

⇧ L/人 128 129 129 指標値は横ばい傾向にある。

B204 管路の事故割合 管路の事故件数 /( 管路延長/100) 管路の健全性を表す指標 ⇩ 件
/100km

1.0 0.9 0.9
老朽管更新により事故の防止に努めて
いる。

B205 基幹管路の事故割合 基幹管路の事故件数/(基幹管路延長/100) 幹線管路の安全性を表す指標 ⇩ 件
/100km

0.0 0.0 0.0
基幹管路更新により事故の防止に努め
ている。

B206 鉄製管路の事故割合 鉄製管路の事故件数 / (鉄製管路延長/100) 鉄製管路の健全性を表す指標 ⇩ 件
/100km

1.5 1.2 1.1
老朽管更新により事故の防止に努めて
いる。
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令和２年度 令和３年度 令和４年度
解説及び令和４年度の増減分析番号 業務指標名 定義 指標の意味

見
方

単位
指標値

B207 非鉄製管路の事故割合
非鉄製管路の事故件数 / (非鉄製管路延長
/100)

非鉄製管路の健全性を表す指
標 ⇩ 件

/100km
0.3 0.4 0.7

老朽管更新により事故の防止に努めて
いる。

B208 給水管の事故割合 給水管の事故件数 / (給水件数/ 1,000) 給水管の健全性を表す指標 ⇩ 件/千
件

1.8 1.8 1.9
老朽管更新に伴い道路部の布設替えを
行っている。

B209
給水人口一人当たり平均
断水・濁水時間

Σ(断水･濁水時間 × 断水・濁水区域給水
人口) / 現在給水人口

断水・濁水の発生状況を表す
指標 ⇩ 時間 0.64 1.27 0.25

漏水調査等の維持管理と計画的な工事
を行う事で指標値の低下に努めてい
る。

B210 災害対策訓練実施回数 年間の災害対策訓練実施回数

地震，風水害，施設事故，水
質事故などに関して，1年間
に災害対策訓練を実施した回
数。

⇧ 回 3 1 2
市総合防災訓練及び他都市との合同訓
練を実施している。

B211 消火栓設置密度 消火栓数 / 配水管延長
消防能力や危機対応能力を表
す指標 ⇧ 基/km 2.6 2.6 2.6

消防局との協議を踏まえ、消火栓を設
置している。

　　３　環境対策

B301
配水量1m3 当たり電力消
費量

電力使用量の合計 / 年間配水量
事業活動が環境に与える影響
を表す指標 ⇩ kWh/m

3 0.16 0.16 0.16 指標値は横ばい傾向にある。

B302
配水量1m3 当たり消費エ
ネルギー

エネルギー消費量 / 年間配水量
事業活動が環境に与える影響
を表す指標 ⇩ MJ/m

3 0.57 0.56 0.59 指標値は横ばい傾向にある。

B303
配水量1m3 当たり二酸化
炭素（CO2）排出量

[二酸化炭素（CO2）排出量 / 年間配水量]
× 106

事業活動が環境に与える影響
を表す指標 ⇩

g・

CO2/m
3 68 67 74 指標値は横ばい傾向にある。

B304
再生可能エネルギー利用
率

(再生可能エネルギー設備の電力使用量 /
全施設の電力使用量) × 100

環境負荷低減に対する取組状
況を表す指標 ⇧ ％ 0.0027 0.0027 0.0026 指標値は横ばい傾向にある。

B305 浄水発生土の有効利用率 (有効利用土量 / 浄水発生土量) × 100
環境負荷低減に対する取組状
況を表す指標 ⇧ ％ 100.0 100.0 100.0

浄水発生土は可能な限り有効利用して
いる。

B306
建設副産物のリサイクル
率

(リサイクルされた建設副産物量 / 建設副
産物発生量) × 100

環境負荷低減に対する取組状
況を表す指標 ⇧ ％ 82.5 94.3 93.3

建築副産物は可能な限りリサイクルし
ている。

6



令和２年度 令和３年度 令和４年度
解説及び令和４年度の増減分析番号 業務指標名 定義 指標の意味

見
方

単位
指標値

　施設整備

　　４　施設管理

B401
ダクタイル鋳鉄管・鋼管
率

[(ダクタイル鋳鉄管延長 ＋ 鋼管延長) /
管路延長] × 100

管路の維持管理の容易性を表
す指標 ⇧ ％ 52.7 52.6 52.7

全体に占める延長の割合が大きい口径
の管種に、水道配水用ポリエチレン管
を採用している。

B402 管路の新設率 (新設管路延長/管路延長)×100
管路の信頼性の確保のための
取組状況を表す指標 - ％ 0.20 0.22 0.15

本市では、要望工事、道路新設に伴う
布設工事のみが対象となる。

　　５　施設更新

B501
法定耐用年数超過浄水施
設率

(法定耐用年数を超えている浄水施設能力/
全浄水施設能力)×100

浄水施設の老朽化の度合いを
表す指標 ⇩ ％ 0.0 0.0 0.0

法定耐用年数を超えた浄水施設はな
い。

B502 法定耐用年数超過設備率

(法定耐用年数を超えている機械・電気・計
装設備などの合計数⁄
機械・電気・計装設備などの合計数) ×
100

電気・機械設備の老朽化の度
合いを表す指標 ⇩ ％ 58.9 58.8 58.4 指標値は改善傾向にある。

B503 法定耐用年数超過管路率
(法定耐用年数を超えている管路延長/管路
延長)×100

管路の老朽化の度合いを表す
指標 ⇩ ％ 26.6 27.8 28.1

本市では、小口径管路を原則事後保全
としている。

B504 管路の更新率 (更新された管路延長/管路延長)×100
管路の信頼性の確保のための
取組状況を表す指標 ⇧ ％ 0.50 0.49 0.54

耐震性や長寿命化を考慮しながら、管
路の更新を進めている。

B505 管路の更生率 (更生された管路延長/管路延長)×100
管路の信頼性の確保のための
取組状況を表す指標 - ％ 0.000 0.000 0.000

現在、管路の更生（内面保護のための
ライニング）は行っていない。
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令和２年度 令和３年度 令和４年度
解説及び令和４年度の増減分析番号 業務指標名 定義 指標の意味

見
方

単位
指標値

　　６　事故災害対策

B601 系統間の原水融通率 (原水融通能力/全浄水施設能力)×100
水運用の安全性、柔軟性及び
危機対応性を表す指標 ⇧ ％ 0.0 0.0 0.0

系統間の原水連絡管はないが、管網整
備により安定供給に努めている。

B602 浄水施設の耐震化率
(耐震対策の施された浄水施設能力/全浄水
施設能力)×100

浄水施設の耐震化の状況を表
す指標 ⇧ ％ 26.7 27.5 27.5

更新時期を考慮して耐震化を進めてい
く。

B602-2
浄水施設の主要構造物耐
震化率

[(沈殿・ろ過を有する施設の耐震化浄水施
設能力+ろ過のみ施設の耐震化浄水施設能
力)/全浄水施設能力]×100

浄水施設の主要構想物の耐震
化の状況を表す指標 ⇧ ％ 84.6 84.6 84.6

更新時期を考慮して耐震化を進めてい
く。

B603 ポンプ所の耐震化率
(耐震対策の施されてたポンプ所能力/耐震
化対象ポンプ所能力)×100

ポンプ所の耐震化の状況を表
す指標 ⇧ ％ 36.7 36.7 36.7 指標値は横ばい傾向にある。

B604 配水池の耐震化率
(耐震対策の施された配水池有効容量/配水
池等有効容量)×100

配水池の耐震化の状況を表す
指標 ⇧ ％ 84.9 85.8 85.9

更新時期を考慮して耐震化を進めてい
く。

B605 管路の耐震管率 (耐震管延長/管路延長)×100
管路の耐震化の状況を表す指
標 ⇧ ％ 19.8 20.8 21.6

老朽管更新と管路の耐震化により指標
値の向上に取り組んでいる。

B606 基幹管路の耐震管率
(基幹管路のうち耐震管延長/基幹管路延長)
×100

基幹管路のうち耐震管延長の
割合 ⇧ ％ 33.7 39.2 41.0

基幹管路耐震化事業により、優先的に
耐震化を進めている。

B606-2 基幹管路の耐震適合率
(基幹管路のうち耐震適合性のある管路延長
/基幹管路延長)×100

基幹管路のうち，耐震適合性
のある管を使用した管路の延
長の割合

⇧ ％ 48.7 53.8 55.7
基幹管路耐震化事業により、優先的に
耐震化を進めている。

B607
重要給水施設配水管路の
耐震管率

(重要給水施設配水管路のうち耐震管延長/
重要給水施設配水管路延長)×100

重要給水施設配水管路のうち
耐震管延長の割合 ⇧ ％ 30.9 31.3 32.0

重要給水施設ルートは、老朽管更新の
優先順位を上げて取り組んでいる。

B607-2
重要給水施設配水管路の
耐震適合率

(重要給水施設配水管路のうち耐震適合性の
ある管路延長/重要給水施設配水管路延長)
×100

重要給水施設配水管路のうち
耐震適合性のある管路延長の
割合

⇧ ％ 52.8 53.4 54.1
重要給水施設ルートは、老朽管更新の
優先順位を上げて取り組んでいる。

B608 停電時配水量確保率
(全施設停電時に確保できる配水能力/一日
平均配水量)×100

災害時等への備えを表す指標 ⇧ ％ 53.6 54.1 54.9
災害等の停電時に備え、指標値の向上
に取り組んでいる。

B609 薬品備蓄日数
(平均凝集剤貯蔵量/凝集剤一日平均使用量)
又は(平均塩素剤貯蔵量/塩素剤一日平均使
用量)のうち、小さい方の値

災害時等への備えを表す指標 ⇧ 日 20.6 16.6 16.6
薬品の性状等を踏まえ災害時等に対応
できる量を備蓄している。
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令和２年度 令和３年度 令和４年度
解説及び令和４年度の増減分析番号 業務指標名 定義 指標の意味

見
方

単位
指標値

B610 燃料備蓄日数 平均燃料貯蔵量/一日燃料使用量 災害時等への備えを表す指標 ⇧ 日 1.0 1.0 1.0
災害時等に対応可能な量を備蓄してい
る。

B611 応急給水施設密度 応急給水施設数/(現在給水面積/100)
緊急時の給水拠点の利用しや
すさを表す指標 ⇧

箇所
/100km

2
10.2 10.2 10.2

災害時等に対応可能な備えとなるよう
努めている。

B612 給水車保有度 給水車数/(現在給水人口/1,000) 災害時等への備えを表す指標 ⇧ 台/千
人

0.010 0.012 0.012 現在9台の給水車を保有している。

B613
車載用の給水タンク保有
度

車載用給水タンクの容量/(給水人口/1,000) 災害時等への備えを表す指標 ⇧ m
3
/千
人

0.13 0.13 0.14
災害時等に対応可能な容量を確保して
いる。

Ｃ　健全な事業運営

　財務

　　１　健全経営

C101 営業収支比率
 [(営業収益− 受託工事収益) ⁄ (営業費用−
受託工事費) ]× 100

収益性を表す指標 ⇧ ％ 95.8 94.2 90.4
営業収益の減少及び営業費用の増加傾
向により、指標値は100%を下回ってい
る。

C102 経常収支比率
[(営業収益＋営業外収益)/(営業費用＋営業
外費用)]×100

収益性を表す指標 ⇧ ％ 103.6 102.1 97.7

給水収益等の収益が減少する一方、電
気料金の高騰などにより維持管理費が
増加したことから、指標値は100％を下
回った。

C103 総収支比率 (総収益/総費用)×100 収益性を表す指標 ⇧ ％ 103.5 102.0 98.2

給水収益等の収益が減少する一方、電
気料金の高騰などにより維持管理費が
増加したことから、指標値は100％を下
回った。

C104 累積欠損金比率
[累積欠損金/(営業収益－受託工事収益)]×
100

経営状況の健全性を表す指標 ⇩ ％ 0.0 0.0 0.0 累積欠損金は発生していない。

C105
繰入金比率（収益的収入
分）

(損益勘定繰入金/収益的収入)×100 繰入金の依存度を表す指標 ⇩ ％ 1.2 1.0 1.2
一般会計が負担すべき経費について国
が定める基準などに基づき繰入れを
行っている。

C106
繰入金比率（資本的収入
分）

(資本勘定繰入金/資本的収入計)×100 繰入金の依存度を表す指標 ⇩ ％ 14.4 14.3 16.4
一般会計が負担すべき経費について国
が定める基準などに基づき繰入れを
行っている。
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令和２年度 令和３年度 令和４年度
解説及び令和４年度の増減分析番号 業務指標名 定義 指標の意味

見
方

単位
指標値

C107 職員一人当たり給水収益 給水収益/損益勘定所属職員数
職員一人当たりの生産性を表
す指標 ⇧ 千円/

人
64,851 65,654 66,381

職員数の算出方法の見直し（再任用職
員及び会計年度任用職員の加算）を
行った令和2年度以降、大きく低下し
た。

C108
給水収益に対する職員給
与費の割合

(職員給与費/給水収益)×100 収益性を表す指標 ⇩ ％ 12.7 12.2 12.1 指標値は横ばい傾向にある。

C109
給水収益に対する企業債
利息の割合

(企業債利息/給水収益)×100 収益性を表す指標 ⇩ ％ 3.8 3.5 3.2
企業債利息の減少により、指標値は改
善傾向にある。

C110
給水収益に対する減価償
却費の割合

(減価償却費/給水収益)×100 収益性を表す指標 ⇩ ％ 46.9 47.1 48.7 指標値は横ばい傾向にある。

C111
給水収益に対する建設改
良のための企業債償還元
金の割合

(建設改良のための企業債償還元金/給水収
益)×100

財務状況の安全性を表す指標 ⇩ ％ 18.0 18.9 19.5
企業債償還元金の増加により、指標値
は上昇傾向にある。

C112
給水収益に対する企業債
残高の割合

(企業債残高/給水収益)×100 財務状況の安全性を表す指標 ⇩ ％ 243.4 242.4 243.6
給水収益は減少傾向にあるものの、企
業債残高は着実に減少していることか
ら、横ばいで推移している。

C113 料金回収率 (供給単価/給水原価)×100 収益性を表す指標 ⇧ ％ 99.1 97.8 92.3
給水原価の上昇により、指標値は低下
傾向にある。

C114 供給単価 給水収益/年間有収水量 有収水量1m
3
あたりの売上高

を表す指標 ⇩ 円/m
3 124.2 124.5 124.7 指標値は横ばい傾向にある。

C115 給水原価
[経常費用− (受託工事費+ 材料及び不要品
売却原価+ 附帯事業費+ 長期前受金戻入)]
⁄ 年間有収水量

有収水量1m
3
あたりの生産コ

ストを表す指標 ⇩ 円/m
3 125.3 127.3 135.1

令和4年度は営業費用の増加等により、
指標値は上昇した。

C116
１か月10 m3当たり家庭
用料金

1 か月10m3当たり家庭用料金 料金水準を表す指標 ⇩ 円 1,100 1,100 1,100
令和元年10月1日に消費税及び地方消費
税率の変更に伴う料金改定を実施して
いる。

C117
１か月20 m3当たり家庭
用料金

1 か月20m3当たり家庭用料金 料金水準を表す指標 ⇩ 円 2,156 2,156 2,156
令和元年10月1日に消費税及び地方消費
税率の変更に伴う料金改定を実施して
いる。

C118 流動比率 (流動資産/流動負債)×100
短期的な支払能力から見た財
務状況の安全性を表す指標 ⇧ ％ 261.5 255.3 223.3

100%を大幅に上回っており、短期的な
支払能力は十分にある。
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令和２年度 令和３年度 令和４年度
解説及び令和４年度の増減分析番号 業務指標名 定義 指標の意味

見
方
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指標値

C119 自己資本構成比率
[(資本金+剰余金+評価差額等+繰延収益)/
負債・資本合計  ]× 100

資本構成から見た財務状況の
安全性を表す指標 ⇧ ％ 76.3 76.6 76.3 指標値は横ばい傾向にある。

C120 固定比率
 [固定資産/(資本金+剰余金+評価差額+繰延
収益)]× 100

固定資産投資から見た財務状
況の安全性を表す指標 ⇩ ％ 116.6 117.1 119.1

固定資産の増加により、指標値は上昇
傾向にある。

C121
企業債償還元金対減価償
却費比率

(建設改良のための企業債償還元金/当年度
減価償却費)×100

再投資財源の確保状況から見
た財務状況の安全性を表す指
標

⇩ ％ 51.1 53.1 52.3
令和4年度は減価償却費の増加により、
指標値は低下した。

C122 固定資産回転率
(営業収益－受託工事収益)/[(期首固定資産
＋期末固定資産)/2]

施設の効率性を表す指標 ⇧ 回 0.10 0.09 0.09 一定の水準を確保している。

C123 固定資産使用効率 年間配水量/有形固定資産 施設の効率性を表す指標 ⇧ m
3
/1万
円

8.1 8.0 7.8 一定の水準を確保している。

C124 職員一人当たり有収水量 年間総有収水量 / 損益勘定所属職員数
水道サービスの効率性を表す
指標 ⇧ m

3
/人 522,000 527,000 532,000

令和4年度は年間総有収水量が減少した
が、損益勘定所属職員数も減少したた
め指標値は上昇した。

C125 料金請求誤り割合 誤料金請求件数 / (料金請求件数/1,000)
料金請求業務の正確性を表す
指標 ⇩ 件/千

件
0.02 0.02 0.01

メーター指針の読み間違い等による誤
請求。

C126 料金収納率 (料金納入額⁄ 調定額) × 100
料金が適正に収納されている
かを表す指標 ⇧ ％ 94.4 94.4 94.4 高い収納率を維持している。

C127 給水停止割合 給水停止件数 / (給水件数/1,000)
給水停止の実行状況を表す指
標 - 件/千

件
6.7 5.3 6.1

水道料金の未納については、滞納整理
を進めるとともに、状況に応じて給水
停止を実施している。
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令和２年度 令和３年度 令和４年度
解説及び令和４年度の増減分析番号 業務指標名 定義 指標の意味

見
方

単位
指標値

　組織・人材

　　２　人材育成

C201
水道技術に関する資格取
得度

職員が取得している水道技術に関する資格
数 / 全職員数

資格の取得状況を表す指標 ⇧ 件/人 2.11 2.28 2.36 指標値は増加傾向にある。

C202 外部研修時間
(職員が外部研修を受けた時間×受講人数)
/ 全職員数

職員の資質向上のための取組
状況を表す指標 ⇧ 時間 4.8 0.6 1.5

年齢、経験年数、補職名を踏まえた人
選により、可能な範囲内で外部研修へ
積極的に参加している。

C203 内部研修時間
(職員が内部研修を受けた時間×受講人数)
/ 全職員数

職員の資質向上のための取組
状況を表す指標 ⇧ 時間 8.9 6.4 7.4

年齢、経験年数、補職名を踏まえた人
選により、職員の資質向上や技術継承
のため、内部研修を充実させている。

C204 技術職員率 (技術職員数 / 全職員数) × 100
全職員数に占める技術職員の
割合 - ％ 60.5 61.1 63.6

事業に応じた技術職員の必要な人数に
大きな変更はなく、技術職員率にほぼ
変動はない。

C205 水道業務平均経験年数 職員の水道業務経験年数 / 全職員数
職員の水道業務の経験年数を
表す指標 ⇧ 年/人 11.0 10.8 11.4

専門的知識、経験を有する職員の育成
に努めている。

C206 国際協力派遣者数 Σ（国際協力派遣者数 × 滞在日数)
海外との技術協力の取組状況
を表す指標 ⇧ 人・日 0 0 0 派遣準備中。

C207 国際協力受入者数 Σ（国際協力受入者数 × 滞在日数）
国際交流の取組状況を表す指
標 ⇧ 人・日 0 0 0 受け入れ準備中。

　　３　業務委託

C301 検針委託率
(委託した水道メーター数 / 水道メーター
設置数) × 100

検針業務委託の実施状況を表
す指標 - ％ 87.0 91.2 91.6 指標値は横ばい傾向にある。

C302 浄水場第三者委託率
(第三者委託した浄水場の浄水施設能力 /
全浄水施設能力) × 100

浄水場における法に基づく第
三者委託割合を表す指標 - ％ 0.0 0.0 0.0

法に基づく第三者委託は実施していな
い。
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令和２年度 令和３年度 令和４年度
解説及び令和４年度の増減分析番号 業務指標名 定義 指標の意味

見
方

単位
指標値

　お客さまとのコミュニケーション

　　４　情報提供

C401
広報誌による情報の提供
度

広報誌などの配布部数 / 給水件数
広報活動の実施状況を表す指
標 ⇧ 部/件 0.0 0.0 0.0 広報誌の発行実績なし。

C402
インターネットによる情
報の提供度

ウェブページへの掲載回数

1年間に水道事業体が広報を
目的としてウェブページに新
たに掲載及び掲載事項につい
て変更・更新を行った回数

⇧ 回 120 120 120
定期的にウェブページに情報を掲載、
更新し広報活動を行っている。

C403 水道施設見学者割合 見学者数 / (現在給水人口/1,000)
広報活動の実施状況を表す指
標 ⇧ 人/千

人
0.0 0.0 0.0

令和２年度以降は新型コロナウイルス
感染症対策として施設見学を全面的に
中止。

　　５　意見収集

C501 モニタ割合 モニタ人数 /  (現在給水人口/1,000)
広報活動の実施状況を表す指
標 ⇧ 人/千

人
0.0 0.0 0.0 モニター制度を実施していない。

C502 アンケート情報収集割合
アンケート回答人数 /  (現在給水人口
/1,000)

広報活動の実施状況を表す指
標 ⇧ 人/千

人
0.26 0.24 0.28

年に１回以上、水道事業に関するアン
ケート調査を行っている。

C503 直接飲用率
(直接飲用回答数 / アンケート回答数) ×
100

アンケートにおいて、水道水
を直接飲用していると回答し
た人の割合

⇧ ％ 31.9 32.4 31.6
指標値は横ばい傾向にある。
なお、浄水器を使用する場合、煮沸等
をする場合は含まない。

C504
水道サービスに対する苦
情対応割合

水道サービス苦情対応件数 / (給水件数
/1,000)

消費者の満足度を表す指標 ⇩ 件/千
件

0.00 0.00 0.00
サービスの向上や迅速な対応に努めて
いる。

C505
水質に対する苦情対応割
合

水質苦情対応件数 /  (給水件数/1,000) 消費者の満足度を表す指標 ⇩ 件/千
件

0.07 0.05 2.09

サービスの向上や迅速な対応に努めて
いる。令和4年度は水道水にかび臭が発
生したため、異臭味に関する市民相談
が増加した。

C506
水道料金に対する苦情対
応割合

水道料金苦情対応件数 / (給水件数/1,000) 消費者の満足度を表す指標 ⇩ 件/千
件

0.00 0.00 0.00
サービスの向上や迅速な対応に努めて
いる。
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令和２年度 令和３年度 令和４年度
解説及び令和４年度の増減分析番号 業務指標名 定義 指標の意味

見
方

単位
指標値

水道事業体のプロフィール

CI1 給水人口規模 - - - 人 771,041 767,400 765,382 指標値は減少傾向にある。

CI2 全職員数 - - - 人 147 149 143 非常勤職員、再任用職員は含まない。

システムのプロフィール

CI3 水源種別 - - - -

「ダム直接」
「伏流水」

「深井戸水」
「浄水受水」

「表流水」
「ダム直接」
「伏流水」

「深井戸水」
「浄水受水」

「表流水」
「ダム直接」
「伏流水」

「深井戸水」
「浄水受水」

天竜川の表流水・伏流水、井戸の自己
水源に加え、静岡県から水を購入して
いる。

CI4 浄水受水率 浄水受水量/年間取水量 - - ％ 37.7 38.2 37.4 指標値は横ばい傾向にある。

CI5
給水人口1万人当たりの
浄水場数

浄水場数/（現在給水人口/10,000人） - - 箇所/1
万人

0.48 0.48 0.48
平成29年の簡易水道経営統合により現
状値。

CI6
給水人口1万人当たりの
施設数

（浄水場数＋送・配水施設）/（現在給水人
口/10,000人）

- - 箇所/1
万人

3.35 3.36 3.37 指標値は横ばい傾向にある。

地域条件のプロフィール

CI7 有収水量密度 有収水量/計画給水区域面積 - - 1000㎥
/ha

1.75 1.73 1.70 指標値は横ばい傾向にある。

CI8 水道メーター密度 水道メーター数/配水管延長 - - 個/km 65.3 65.9 66.9 指標値は横ばい傾向にある。

CI9 単位管延長 導送配水管延長/現在給水人口 - - ｍ/人 7.15 7.20 7.17 指標値は横ばい傾向にある。
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